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（※）「科学的な発見や発明等による新たな知識を基にした知的・文化的価値の創造と、それらの知識を発展させて経済的、社会的・公共的価値の創造に結びつける革新」出典：第4期科学技術基本計画

提案研究の概要： AIを構成要素として含むCPS (AI-CPS) の安全性・信頼性
の担保は，その誤動作が人命や財産に直接的に影響する場合があることを
考えると，早急に研究を進めるべき課題です．本研究ではAI-CPSの安全性・
信頼性を担保するための数学に基づく強固な形式的設計手法を研究します．
また，自動運転車等のモデルでケーススタディを行い，その効果を実証する
ことを目標とします．フランスの研究チームと共同で研究を推進することで，
お互いの強みを補完しつつ，レバレッジを効かせた研究推進を行います．

提案研究の独創性、新規性・優位性：
AI の学習機能を考慮に入れ，かつ CPS の離散系と連続系が影響を与え合
うという特徴を捉えた形式的な手法は，社会的な重要性は高いものの，これ
までに研究されていません．さらに，内部の振舞いに関する詳細なモデル無
しで検証とモニタリングを行う手法であるグレーボックスアプローチを取る点も
本研究の独創的な点です．これにより，内部動作の詳しいモデリングが難し
い AI コンポーネントを含むシステムにも本研究の成果を適用可能にします．
また，CPS の設計・検証のためのツール開発を行うスタートアップ企業がフラ
ンス側チームに入ることで研究成果の実装・実験を着実に行います．

研究の将来展望：
（１）CREST研究期間終了後の研究計画: 本研究の AI-CPS の設計フレームワークを基盤として，ケーススタディを超えたより実用的なシステムにも本
研究の知見を適用できるようにするための研究を進めます．また，AI-CPS が産業のコアとなっている自動車産業や航空宇宙産業への展開を目指
すべくユーザビリティ向上のための研究を行います．

（２）科学技術イノベーション（※）創出、知的財産権の取得・活用、新産業創出・社会貢献: AI-CPS の安全性は産業領域を領域をまたがった重要な問
題と認識されており，その安全性担保手法に対する需要は高まっています．将来本研究の成果が広く利用される未来を見据えて，知的財産権の取
得とオープン化を戦略的に行います．

研究領域「数理的情報活用基盤」
（研究総括：上田修功、2019年度発足）

CREST研究終了時の達成目標：
プロジェクト終了時点でAI-CPSの安全な設計と実装のためのプラットフォー
ムを構築し，その改善を実証することを目標とします．


